
令和４年度    浜松市立相生小学校 

第３回 学校運営協議会 
令和 ４年１０月１８日（火） 

日程説明等 １３：００～１３：２０ 

授業参観  １３：２５～１３：５５ 

協   議 １４：００～１５：３０ 

場   所：多目的室、各教室 

 

次  第 

   ※開催要件確認（委員の過半数の出席が必要です） 

１ 会長あいさつ       13:00～ 

 

２ 校長あいさつ       13:10～ 

 

３ 日程説明等        13:15～ 

 

４ 授業参観         13:25～13:55 

 

【協  議】 

５ 議長（進行役）の選出   14:00～ 

 

６ 前回会議録確認      14:05～ 

 

７ 熟議           14:10～ 

◯前期学校評価の結果について 

 ・キャリア教育  ・全国学力学習状況調査 など 

◯地域人材活用について現状報告 

◯キャリア教育推進に向けての支援策について 

 

８ その他          15:20～ 

    ・学校支援コーディネーターよりその他の活動について 

・学校運営協議会自己評価 資料作成にあたって 

・次回の議長選出 

 

９ 連絡 

   ◯今後の運営協議会の予定について 

   ・第４回  ２月２７日（月） 

 



令和４年度 浜松市立相生小学校 学校運営協議会 委員 

 

氏 名 ふりがな 氏 名 ふりがな 

廣野 篤男 ひろの あつお 原 隆之 はら たかゆき 

小杉 思主世 こすぎ しずよ 長澤 秀幸 ながさわ ひでゆき 

大谷 一雄 おおたに かずお 森田 賢児 もりた けんじ 

水谷 加寿代 みずたに かずよ 鈴木 麻衣子 
（学校支援コーディネーター） 

すずき まいこ 

 

ＣＳディレクター 伊藤 龍彦（いとう たつひこ） 

学校関係職員 

  校  長  鈴木 晶子（すずき あきこ） 

  教  頭  鈴木 滋雄（すずき しげお） 

  主幹教諭  横山 勝之（よこやま かつゆき）※ＣＳ担当職員 

  教  諭  増井 利枝（ますい りえ）   ※ＣＳ担当職員 
 

令和４年度 学校運営協議会 年間計画 

 

 日  付 内     容 

第１回 ５月１３日（金） 
・令和４年度学校運営の基本方針について 

・夢育やらまいか事業に対する意見書について 

第２回 ６月１３日（月） 
・本校のキャリア教育について 

・支援策の具体化 

第３回 １０月１８日（火） 

・前期学校評価の結果より 

・地域人材活用についての現状報告 

・キャリア教育推進に向けての支援策について 

第４回 ２月２７日（月） 

・学校評価について 

・学校運営協議会の自己評価について 

・令和５年度学校経営構想、教育活動について 

 



何のために学習しているかが分か
る 92.4

子供が学習する意義を知ることが
できるように手立てを講じている 89.7

＊「好きな教科アンケート」を
実施する（後期）

89.7

失敗を恐れず自分の考えた方法
で繰り返し挑戦している。 80.7

子供は、失敗を恐れず自分の考
えた方法で繰り返し挑戦すること
ができる。

68.5
子供が失敗を恐れず自分の考え
た方法で繰り返し挑戦できるよう
な手だてを講じている。

夢や目標に向かって努力したり、
意欲をもって学ぶことができる。 89.3

子供は、夢や目標に向かって努
力したり、意欲をもって学んだりす
ることができる。

77.8
子供が夢や目標に向かって努力
したり、意欲をもって学ぶことがで
きるような手立てを講じている。

子供は、自分のよさに気付き、自
信をもつことができる。 81.2

子供が自分のよさに気付き、自信
をもつような手立てを講じている。 86.2

79.3

互いに周りの状況を見て安全に
生活できるような手立てを講じて
いる

72.4

キ
ャ
リ
ア
教
育

相手の話をよく聞き、友達と協力
して行動している。 91.8

子供は、相手の話をよく聞き、友
達と協力して行動することができ
る。

90.5
子供が相手の話を聞き、友達と
協力して行動できるような手だて
を講じている。

86.2

自分のよさに気付き、自信をもっ
ている。

心
身
と
も
に
健
康
で

、
体
力
の
向
上
を
目
指
し
て
鍛

え
合
い

、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
子 周りの状況を見て安全に生活す

ることができる 91.4
子供は、周りの状況を見て安全に生
活している 93.4

79

96.6

自分や他人の命を大切にし、生
活している 96.1

子供は、自分や他人の命を大切
にしている 98

自分の命を大切にし、、自己管理
ができるような手立てを講じてい
る

89.7

体を動かすことが楽しく進んで運
動している 88.7

子供は、体を動かすことが好き
で、進んで運動している 80.3

体を動かす楽しさを味わい、進ん
で運動するような手立てを講じて
いる

93.1

いつでもだれに対してもあいさつを
することができる 82.9

子供は、いつでもだれに対しても
あいさつをしている 75.2

いつでもだれにでもあいさつができ
るような手立てを講じている 69

よりよい学級・学年・学校にするた
めに進んで働くことができる 86

子供は、人のために進んで働くこ
とができる 82.1

よりよい学級・学年・学校にするた
めに働くことができるような手立て
を講じている

よいことと悪いことを判断し行動す
ることができる 87.4

子供は、よいことと悪いことを判断
し、行動することができる 93.1

善悪を判断し、行動できるように
手立てを講じている 89.7

国　・算　・生活　・社　・理　・音　・図　・体　・道　・学活　・総合　・外国語　・家庭

自
他
の
よ
さ
を
知
り

、
認
め
合
い
高
め
合
う
子

自分のよさや友達のよさが分かる 92.6
子供は、自分や友達のよいところ
を認め、仲良く生活している 96.4

自分や友達のよいところを認め、
仲良く生活できるような手立てを
講じている

86.2

未
来
に
向
か

っ
て
粘
り
強
く
学
び
合
い

、
と
も
に
成
長
す
る
子

子供は、家庭学習に自ら進んで
取り組んでいる 66.7

86.2

授業において友達と意見を伝え
合い、自分の考えを深めることが
できた

84.8
子供は、学校の授業を通して自
分の考えを深めている 82.9

子供たちが仲間と意見を伝え合
いながら、自分の考えを深められ
るような授業をしている

75.9

授業で学習している内容がよく分
かる 88.9

子供は、学校での授業の学習内
容について理解している 87.2

子供が授業の学習内容を理解す
るような授業をしている

令和４年度学校評価アンケート（7月）
〇集計　一覧

R4.7実施

児童 よく出来ている＋大体
できている（％） 保護者 よく出来ている＋大体

できている（％） 教職員 よく出来ている＋大体
できている（％）



〇考察           

学び合い(知) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
認め合い(徳) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鍛え合い部(体) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育 

未来に向かって粘り強く学び合い、

ともに成長する子 

・確かな学力を身に付ける。 

・友達と伝え合い、自分の考えを深

めることができる。 

・学ぶ意義を知る。 

○確かな学力       児童 89％ 保護者 87％ 教職員 86％ 

 相生スタンダードにそって授業改善を行っていく。 

○伝え合い、考えを深める 児童 85％ 保護者 83％ 教職員 76％ 

相生スタンダードにそって授業改善を行っていく。 

○学ぶ意義        児童 92％        教職員90％ 

 「思考するのが楽しい」と思わせる授業改善に向けて、学年や研

推を中心に情報交換や教材研究を無理なく実施していく。 

〇家庭学習             保護者 67％ 

 教育課程Ｐ47 を今一度意識し、量ではなく、質を高める。 

 家庭学習の充実を図るべく、「11 月の学年だより」で学習方法の

紹介（教育課程Ｐ48 参照）を行う。担任が価値付けも行いたい。 

自他のよさを知り、認め合い高め合

う子 

・自分のよさ、友達のよさが分かる。

・善悪の判断をし、行動できる。 

・いつでもだれに対してもあいさつ

ができる。 

・よりよい学校学年学級にするため

に働くことができる。 

心身ともに健康で、体力の向上を目指して鍛え合い、あきらめずに挑

戦し続ける子 

・体を動かす楽しさを味わい、進ん

で運動する。 

・命を大切にし、自己管理ができ

る。 

・互いに周りの状況を見て安全に

生活する。 

○自他のよさを知る 児童 93％ 保護者 96％ 教職員 86％ 

 風の子・太陽の子カードを活用したり、帰りの会などの場を活

用したりして、継続して友達のよさを伝え合う活動を取り入れる。 

○善悪の判断    児童 87％ 保護者 93％ 教職員 90％ 

 月のめあてを意識させ、学校の決まりを守る意識から身に付け

させる。 

○あいさつ     児童 83％ 保護者 75％ 教職員 69％ 

 子供の自己評価は高いが、教員の求める水準に達していない。 

いつでも・だれにでもすれ違ったら挨拶ができるよう、「こんにち

は」から広げていく。まずは、教員にあいさつができるよう、教員

から進んであいさつをする。委員会でも進めていく。 

〇進んで働く    児童 86％ 保護者 82％ 教職員 93％ 

 今後も称揚し、価値付けをしていきたい。 

 

○進んで運動   児童 89％ 保護者 80％ 教職員 97％ 

 教職員の評価は高いが、児童、保護者の評価が低い。学校で進ん

で運動している姿を保護者に伝えるようにしたり、家でもできる

簡単な運動について知らせていったりしたい。 

○命を大切にする 児童 96％ 保護者 98％ 教職員 90％ 

 健康に関して意識が高く、感染症予防が徹底できている。また、

「心の日」で児童が心について考える場、自分や友達を大切にする

気持ちをもつ場を提供できているので、引き続き大切に取り組ん

でいきたい。 

○安全な生活   児童 91％ 保護者 93％ 教職員 72％ 

 校内のけがで、注意喚起により防げるケガもあるので、これから

も情報を共有し、子供たちの指導に生かす。 

 

自分の夢や目標をもち、夢や目標の

実現に向けて努力することができ

る。 

・温かくかかわる力 

・自分を高める力 

・あきらめずに挑戦する力 

・夢をもちつなげる力 

〇温かくかかわる力    児童92％ 保護者90％ 教職員86％ 

〇自分を高める力     児童79％ 保護者81％ 教職員86％ 

〇あきらめずに挑戦する力 児童81％ 保護者69％ 教職員79％ 

〇夢をもちつなげる力   児童89％ 保護者78％ 教職員90％ 

 

 夏季研修を生かす。 

・年間計画を遂行していく。 

・キャリアプレートを活用していく。 

 ※年間計画の単元だけでなく、キャリアプレートを日常の授業

でさりげなく活用していきたい。 

・掲示の充実 

 キャリア担当から下りてきた掲示を活用し、意識付けを図る。 



○キャリア教育 保護者アンケート【相生小集計】 

令和４年９月 実施 

 

１ 「キャリア教育」という言葉を知っていますか。  182 件の回答 

 

 

よく知っている 3.8％ 

まあ知っている 33.0％ 

あまり知らない 30.8％ 

ほとんど知らない 32.4％ 

 

 

 

 

２ 「キャリア教育」がどのようなねらいで行われているか知っていますか。  181 件の回答 

 

 

よく知っている 2.2％ 

まあ知っている 18.8％ 

あまり知らない 39.8％ 

ほとんど知らない 39.2％ 

 

 

 

 

 

３ 相生小の「キャリア教育」において、育てていく 4つの力について知っていますか。 182 件の回答 

 

 

よく知っている 1.1％ 

まあ知っている 17.0％ 

あまり知らない 40.7％ 

ほとんど知らない 41.2％ 

 

 

 

 

3.8％

33%

30.80
%

32.40
%

2.2%

18.8
%

39.8
%

39.2
%

1.1%

17.0%

40.7%

41.2%



 

４ 「キャリア教育」を進めていく上で、「キャリア・パスポート」が活用されていることを知っていま

すか。                      182 件の回答 

 

 

よく知っている 3.9％ 

まあ知っている 20.3％ 

あまり知らない 31.3％ 

ほとんど知らない 44.5％ 

 

 

 

 

５ お子さんが「キャリア・パスポート」にどのようなことを書いているか知っていますか。 

                          183 件の回答 

 

 

よく知っている 2.2％ 

まあ知っている 16.9％ 

あまり知らない 30.6％ 

ほとんど知らない 50.3％ 

 

3.9%

20.3%

31.3%

44.5%

2.2%

16.9%

30.6%
50.3%



 

 

 

 

４月１９日（火）に６年生が実施した令和４年度の全国学力学習状況調査の結果が報告されました。本校

の結果についてお知らせします。この結果を今後の教育活動に生かしていきます。 

【国語科】・・・全国平均より高い正答率であった。 

 全国と比べ正答率が高かったのは、１一「話し言葉と書き言葉の違いを理解する」問題と１三「必要なことを

質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉える」問題であった。 

 正答率が低かったのは、３二「文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見つける」問

題と３三イ「反省（はんせい）」「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う」問題であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
話
合
い
の
様
子
の
一
部
】
に
お
け
る
谷
原
さ
ん
の
発
言
の
理

由
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
。 

正
答
率9

0
.3
%
 

◎ 

〈
正
答 

２
〉 

【
話
合
い
の
一
部
】
で
中
村
さ
ん
が
前
田
さ
ん
に
質
問
し
、
知

り
た
か
っ
た
こ
と
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

問
題
。 

正
答
率8

7
.1
%
 

◎
〈
正
答 

３
〉 

       学校だより 第７号 

                                                風の子 太陽の子 浜松市立相生小学校 

令和４年９月８日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
伝
え
合
い
の
様
子
の
一
部
】
を
基
に
【
文
章
２
】
の
よ
さ
を
書
く
問
題
。 

正
答
率3

8
.7
%
 

△ 
 

〈
正
答
例
「
わ
た
し
の
文
章
の
よ
さ
は
、
今
年
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、
南
さ

ん
の
話
や
さ
い
ば
い
委
員
の
活
動
で
反
省
し
た
こ
と
を
書
い
た
り
、
運
動
委
員
と
し
て
進
め
た

い
新
た
な
活
動
を
最
後
の
だ
ん
落
に
具
体
的
に
書
い
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
」〉 

【
文
章
２
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、【
文
章
２
】
の
よ

さ
に
つ
い
て
、「
聞
い
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
」
や
「
最
後
の
段
落
に

頑
張
り
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
書
い
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
不
足
し
た
回
答
が
多
か
っ
た
。 

【
文
章
２
】
の
中
の
ー
部
イ
を
、
漢
字
を
使
っ
て
書
き
直
す
（
は
ん
せ
い
）
問
題
。 

正
答
率5

3
.8
%
 

△ 

〈
正
答
「
反
省
」〉 

「
反
」
は
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、「
省
」
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
子
が
多
か
っ
た
。



【算数科】・・・全国平均よりやや高い正答率であった。 
 正答率が高かったのは、１（1）「1050×4 を計算する」問題と４（２）「長方形のプログラムについて、向かい

合う辺の長さを書く」問題であった。 

 正答率が低かったのは、１(４)「85×21 の答えが 1470 より必ず大きくなることを判断するための数の処理の

仕方を選ぶ」問題と２(３)「果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの、過重の割合について正しいも

のを選ぶ」問題であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「被乗数に空位のある整数の情報の計算

をすることができるかどうかをみる」問題 

正答率 88.2% ◎  

＜正答 4200＞ 

「示された場面において、目的に合った数の処理の仕方を考察できるかどうかをみる」問題 

正答率 40.9% △ 

＜正答 ア＞ 

誤答ウ…85 と 21 をそれぞれ一の位の数を四捨五入して十の位までの概数にし、計算するとよいと考え、解

答している子が多い。本設問では、1 個入り 85 円のカップケーキ 21個分の値段が 1470 円より必ず高くなる

ことを見積もりによって確かめるために、値段を求める式である 85×21 の 85 と 21 をそれぞれ小さく見積

もることが必要であることを理解させたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解しているかどうかをみる」問題 

正答率 22.6% △ 

＜正答 ３＞ 

誤答１…果汁が 20%含まれている飲み物を二人で等しく分けたとき、飲み物の量は 1/2 になるが、同様に

果汁の割合も 1/2 になると誤って捉えていると考えられる。本設問では、果汁が 20%含まれている飲み物

を二人で等しく分けると、飲み物の量は 1/2 になるが、一人分の飲み物に含まれる果汁の割合は変わらな

いことを理解させたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理科】・・・全国平均よりやや高い正答率であった。 
 正答率が高かったのは、１（1）「見出された問題を基に、観察の記録が誰のものかを選ぶ」問題と４（１）「冬

の天気と気温の変化を基に、問題に対するまとめを選ぶ」問題であった。 

 正答率が低かったのは、３(１)「光の性質を基に、鏡を捜査して、指定した的に反射させた日光をあてること

ができる人を選ぶ」問題と３(４)「問題に対するまとめから、その根拠を実験の結果を基にして書く」問題であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「図形を構成する要素に着目して、長方形の意味や性質、構成の仕方について理解しているかどうかをみる」

問題 

正答率 83.9% ◎ 

＜正答 ア…３ イ…５＞ 

「問題を解決するために必要な観察の視点を基に、問題

を解決するまでの道筋を構想し、自分の考えをもつこと

ができるかどうかをみる」問題 

正答率 89.2% ◎   ＜正答 ４＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日光は直進することを理解しているかどうかをみる」問題 

正答率 30.1% △ 

＜正答 ３＞ 

誤答２…三角形に切り抜いた段ボールの板の正面にいるはなこさんを示す選択肢２を選んでいる。反射した

日光が屈折しなければ、反射した日光で的に三角形の光を当てることはできない。本設問では、的に三角形

の光を当てるため、的と三角形に切り抜いた段ボールの板とを結んだ直線の延長線上にいるかつやさんを示

す選択肢３を選ぶことが適切であると理解させたい。 

「実験で得た結果を、問題の視点で分析し

て、解釈し、自分の考えをもち、その内容

を記述できるかどうかをみる」問題 

正答率 38.7% △ 

＜正答例＞ 

「黒色のかんの水の温度は 40 分後には、

32℃で、ほかの色のかんの水の温度よりも

高いから。」 

実験で得た結果を分析して、解釈し、問題

に対するまとめの根拠を示すための事実

と、事実からいえることを記述できるよう

にさせたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童質問紙】 
◎…全国よりよい表れが出ている設問 △…全国よりやや落ちている設問 

設     問 
当てはまる・どちらかといえば当てはまる 

本 校 全 国 

◎１日当たりどれくらいテレビゲームをしているか。１時間未満。 32.2％ 23.9％ 

「観察で得た結果を、問題の視点で分析し

て、解釈し、自分の考えをもつことができ

るかどうかをみる」問題 

正答率 84.9% ◎ 

＜正答 ２＞ 



◎自分にはよいところがあると思う。 84.9％ 79.3％ 

◎学校に行くのは楽しい。 91.4％ 85.4％ 

◎休みの日の勉強時間が１時間以上。 62.4％ 56.1％ 

◎普段（月～金）に読書をしている。 85.0％ 73.7％ 

◎読書が好き。 80.7％ 73.1％ 

◎５年生までに受けた授業で ICT 機器を週３回以上使用していた 71.0％ 58.2％ 

◎友達との意見交換の場で、ICT 機器を週に１回以上使用している 75.3％ 49.4％ 

◎自分の考えをまとめ、発表する場面で ICT 機器を週に１回以上使用している。 62.4％ 45.2％ 

◎理科の勉強は大切だと思う。 92.5％ 86.5％ 

◎理科の授業で学習したことを、普段の生活で活用できないかを考える。 76.3％ 67.9％ 

◎理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思う。 89.2％ 77.2％ 

◎将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思う。 36.6％ 26.6％ 

△人が困っているときは、進んで助ける。 81.7％ 88.9％ 

△困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 61.3％ 68.1％ 

△地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある。 46.2％ 51.3％ 

△５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま

く伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していた。 
54.8％ 65.4％ 

△５年生までに受けた授業では、課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組

んでいた。 
71.0％ 77.3％ 

△５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の

考えをまとめる活動を行った。 
60.2％ 72.2％ 

△国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思う。 85.0％ 91.8％ 

△算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないかを考える。 62.4％ 69.3％ 

△算数の問題の解き方が分からないとき、あきらめずにいろいろな方法を考える。 71.0％ 80.4％ 

△算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解しようとしている 78.5％ 85.7％ 

 

【今後の取り組み】 

 ○正答率の低かった問題を中心にもう一度やり直し、定着を図る。 

 ○「主体的・対話的で深い学び」の実現ために授業改善をする。 

  ・国語…学習の意欲を高める言語活動を工夫したり、振り返りの場面を設定し学習したことを確かめたりす

る活動を行う。また、漢字・語句を正しく使用して文を書くこと意識できるようにさせる。 

  ・算数…個に応じた指導及び問題解決に向けた取り組みを言語化する活動を充実させる。また、日常生活に

密着した学習課題を設定するなど、算数の学習の必要性を感じ取ることのできる授業構成にする。 

  ・理科…観察・実験の結果からの気づきを分析し、解釈してさらに問題を見出すことができるようにするた

めに、それぞれの気づきの採点や共通点を基に問題を見出す場面を設定する。 

 ○キャリア教育の視点を基に学習していることが未来の生活に結び付いていることを常に意識ができるよう

な指導をする。 

 ○図書室利用の工夫など読書奨励を引き続き行う。 

 ○心の居場所づくりを心掛け、どんなことでも気軽に話したり相談したりできる学級・学年経営を行う。 

 ○コミュニティスクールを有効に活用したり、家庭と協力したりして、学習・生活の充実を図らせると共に、

地域社会との連携を深める。 



令和４年度 なかよし キャリア教育年間指導計画 
学校教育目標

目指す子供像

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学級活動

生活単元学習

道徳

各教科

行事・イベント
児童集会

地域・家庭
との連携

日常生活の指導
「遊具の使い方」
☆安全な遊具の
使い方を知る。

「わたしのよいと
ころ」
☆自分の良い所に
気付く。

七夕祭りをしよう
☆自分の夢をもつ。

風の子 太陽の子

風の子・・・自分の目標に向かって意欲的に取り組み、苦しさにくじけることなく、

最後まで全力で頑張ろうとする心身両面にわたるたくましさをもった子

太陽の子・・・相手の気持ちや立場を考えて誰にでも優しい気持ちで接することが

でき、仲間と共に学び成長しようとする温かい心をもった子

自分を 高める力

あきらめずに 挑戦する力 夢をもち つなげる力

温かく かかわる力

キャリア
☆めあてを立てよう

キャリア
☆１学期を振り返
ろう

リレー大会
新体力テスト

スポーツ王

運動会を成功させよ
う
☆体力向上計画

運動会
新体力テスト

スポーツ王

キャリア
☆２学期を振り返
ろう

学習発表会を成功さ
せよう

体育「マリオになって
かけぬけろ」
☆自分なりのめあてを
もち、活動に取り組む。
上手くいかなくても、
温かい気持ちで友達と
接する。

高

夢

温

挑

高

高

夢

高挑

高温

夢 挑

高温

夢

持久走大会

学習発表会

温

相手の良さを伝えよ
う

温

キャリア
☆１年間を振り返ろ
う

挑

高温

夢

学年の重点
温

跳

高

夢

挑

高温

夢

高 挑

挑

高温

夢

挑

高温

夢

挑

高温

夢

挑

高温

夢
挑

高温

夢

高 挑

跳

相手の方に体を向け、最後まで話を聞
くことができる。

みんなの決まりを守り、自分ができることは
自分ですることができる。

なりたい自分のイメージをもつことができる。
自分なりのめあてをもち、課題に取り

組むことができる。



令和3年度 1年 キャリア教育年間指導計画 案
学校教育目標

目指す子供像

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学級活動

生活科

道徳

各教科

行事・イベント
児童集会

地域・家庭
との連携

国語
「わけをはなそう」
☆自分の気持ちを理
由をつけて話す。

「きもちのよいせ
いかつ」
☆基本的な生活習
慣を身に付けよう
とする意識を高め
る。

風の子 太陽の子

風の子・・・自分の目標に向かって意欲的に取り組み、苦しさにくじけることなく、

最後まで全力で頑張ろうとする心身両面にわたるたくましさをもった子

太陽の子・・・相手の気持ちや立場を考えて誰にでも優しい気持ちで接することが

でき、仲間と共に学び成長しようとする温かい心をもった子

自分を 高める力

あきらめずに 挑戦する力 夢をもち つなげる力

温かく かかわる力

「みんななかよし
どうぞよろしく」
☆名前や好きなこと
みんなに話す。

１学期を振り返ろ
う

リレー大会

スポーツ王

かかりをきめよう
☆自分がみんなのた
めに取り組む係を決
める。

運動会
新体力テスト

スポーツ王

「じぶんでできる
よ」☆自分で家でで
きることを考えて実
践する。

2学期を振り返ろう

体育
多様な動き
「あいおいおうこく」
様々な運動遊びに取り組
む。

夢

温

挑

高

高

温

挑

高温

夢 挑

高温

夢

高

持久走大会

こくばんとうばん」
☆進んでみんなのた
めに働こうとする意
欲をもつ。

温

学習発表会

学年の重点
温

挑

高

夢

挑

高温

夢

高 挑

挑

高温

夢
挑

高温

夢

挑

高温

夢

高温

高 挑

跳

高

キャリア
「もうすぐ２ねんせ
い」
☆１年間を振り返り、
自分の成⻑を確認す
る。

1年間を振り返ろう

挑

高温

夢

「ダメ！」
☆よいと思ったこ
とを進んで行おう
とする意識を高め
る。

高

キャリア
国語「じぶんのな
まえ」
☆4月に初めて書い
た名まえと2月に書
いた名まえと比較
し、成⻑を実感す
る。

高

高

キャリア
運動会
☆みんなと協力し、
力いっぱい演技をし
た活動を振り返る。

挑

高温

夢

相手の目を見て話を聴くことができる

与えられた課題に取り組むことができる

みんなの決まりを守り、自分のことは自
分ですることができる

係や当番の仕事をきちんと行うことがで
きる

夢



令和４年度 2年 キャリア教育年間指導計画 案
学校教育目標

目指す子供像

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学級活動

生活科

道徳

各教科

行事・イベント
児童集会

地域・家庭
との連携

体育
☆⻤遊び

風の子 太陽の子

風の子・・・自分の目標に向かって意欲的に取り組み、苦しさにくじけることなく、

最後まで全力で頑張ろうとする心身両面にわたるたくましさをもった子

太陽の子・・・相手の気持ちや立場を考えて誰にでも優しい気持ちで接することが

でき、仲間と共に学び成長しようとする温かい心をもった子

自分を 高める力

あきらめずに 挑戦する力 夢をもち つなげる力

温かく かかわる力

「２年生になった
よ」
☆２年生としての自
覚をもつ。

前期を振り返ろう
後期の目標を設定
しよう

リレー大会

スポーツ王

運動会
新体力テスト

スポーツ王

夢

温

挑

高

温

挑

高温

夢

持久走大会

「とおるさんの
ゆめ」

☆進んでみんなの
ために働こうとす
る意欲をもつ。

学習発表会

学年の重点
温

挑

高

夢

挑

高温

夢

高 挑

挑

高温

夢
挑

高温

夢

挑

高温

夢

高温

高 挑

キャリア
「あしたへジャン
プ」
☆自分の成⻑に気付
く。

１年間を振り返ろう

挑

高温

夢

キャリア
国語「すてきなと
ころをつたえよ
う」
☆友達に思いを伝
える手紙を書こう。

高

高夢

キャリア
運動会
☆みんなと協力し、
力いっぱい演技をし
た活動を振り返る。

挑

高温

夢

相手の目を見て話を聴くことができる

自分の目標に向かって、粘り強く取り組
むことができる

みんなの決まりを守ることができる
自分のよさや得意なことを見つけること
ができる
係や当番の仕事をきちんと行うことがで
きる

電車教室
温 夢

高 夢

挑

温

温



令和４年度 3年 キャリア教育年間指導計画 案
学校教育目標

目指す子供像

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学級活動

総合的な
学習の時間

道徳

各教科

行事・イベント
児童集会

地域・家庭
との連携

あなたならできる
☆自分でできるこ
とを考えて行動す
る。

相生探検隊

(☆地域の今を知る☆地域の昔を知る☆地域の人にインタビュー☆相生いいとこ伝えたい）

風の子 太陽の子

風の子・・・自分の目標に向かって意欲的に取り組み、苦しさにくじけることなく、

最後まで全力で頑張ろうとする心身両面にわたるたくましさをもった子

太陽の子・・・相手の気持ちや立場を考えて誰にでも優しい気持ちで接することが

でき、仲間と共に学び成長しようとする温かい心をもった子

自分を 高める力

あきらめずに 挑戦する力 夢をもち つなげる力

温かく かかわる力

キャリア
☆めあてを立てよう

キャリア
☆１学期を振り返
ろう

リレー大会
新体力テスト

スポーツ王

運動会を成功させよ
う
☆体力向上計画

運動会
新体力テスト

スポーツ王 社会（校外学習）
☆はたらく人の様子

キャリア
☆２学期を振り返
ろう

学習発表会を成功さ
せよう

体育
☆セストボール

夢

温

挑

高

高

夢

夢

高挑

高温

夢 挑

高温

夢

高

持久走大会

今度は僕の番かな
☆相手を分かり合う

温

学習発表会

温

国語・総合
☆わたしたちの学校
自慢を話す

温

キャリア
☆１年間を振り返ろ
う

挑

高温

夢

学年の重点
温

跳

高

夢

挑

高温

夢

高 挑

挑

高温

夢

挑

高温

夢
挑

高温

夢

挑

高温

夢
挑

高温

夢

高 挑

跳

友達のよさをみつけることができる。
最後まで話を聞いて、自分の考えを深めることが
できる。
自分の課題を見付け、解決方法を考えることができる。
様々な方法を試しながら、粘り強く学習や活動に取り組
むことができる。

みんなが気持ちよく生活するための決まりを守る。
自分のよさを見付け、自信を持つことができる。

将来の夢や目標をもつことができる。
身近で働く人に関心をもち、仕事についてのイメー
ジをもつことができる。

温



令和4年度 4年 キャリア教育年間指導計画（案） 
学校教育目標

目指す子供像

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学級活動

総合的な
学習の時間

道徳

各教科

行事・イベント
児童集会

地域・家庭
との連携

ゆめは世界一のプ
ロ野球マスコット

相生ﾊｰﾄﾌﾙﾁｰﾑ
☆福祉について知る
車いす体験
アイマスク体験

風の子 太陽の子

風の子・・・自分の目標に向かって意欲的に取り組み、苦しさにくじけることなく、

最後まで全力で頑張ろうとする心身両面にわたるたくましさをもった子

太陽の子・・・相手の気持ちや立場を考えて誰にでも優しい気持ちで接することが

でき、仲間と共に学び成長しようとする温かい心をもった子

自分を 高める力

あきらめずに 挑戦する力 夢をもち つなげる力

温かく かかわる力

キャリア
☆4年生になったよ

リレー大会
新体力テスト

スポーツ王

運動会を成功させよ
う
☆体力向上計画

体育
☆高跳び

運動会
新体力テスト

スポーツ王

学習発表会を成功さ
せよう

夢

温

挑

高

夢

持久走大会

ブラッドレーの
せいきゅう書
☆家族のためにでき
ること

学習発表会

10さいのありがとう
の会

温

キャリア
☆１年間を振り返ろ
う

挑

高温

夢

学年の重点
温

挑

高

夢

挑

高温

夢

高 挑

挑

高温

夢
挑

高温

夢

挑

高温

夢

挑

高温

夢 挑

高温

夢

高 挑

相生ﾊｰﾄﾌﾙﾁｰﾑ
☆福祉やユニバー
サルデザインにつ
いてまとめる 夢

高

夢

相手の話を最後まで聴いて、温かく反のうしよう。
友達とゆずり合おう、協力し合おう。

自分のめあてや目標に向かって、何度も
取り組もう。

自分のよさを見付けよう、ふやそう。
みんなのきまりを守ろう。
なりたい自分をイメージしよう。
福祉について知り、役立つことをしよう。

市音研
合唱

挑

高温

温

高

夢

キャリア
☆１学期を振り返
ろう

挑

高温

夢

挑

夢

温 挑

キャリア
☆２学期を振り返
ろう

挑

高温

夢

保健
体の成⻑とわたし

夢



令和4年度 5年 キャリア教育年間指導計画 案
学校教育目標

目指す子供像

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学級活動

総合的な
学習の時間

道徳

各教科

行事・イベント
児童集会

地域・家庭
との連携

知ろう、守ろう、わたしたちの環境

風の子 太陽の子

風の子・・・自分の目標に向かって意欲的に取り組み、苦しさにくじけることなく、

最後まで全力で頑張ろうとする心身両面にわたるたくましさをもった子

太陽の子・・・相手の気持ちや立場を考えて誰にでも優しい気持ちで接することが

でき、仲間と共に学び成長しようとする温かい心をもった子

自分を 高める力

あきらめずに 挑戦する力 夢をもち つなげる力

温かく かかわる力

キャリア
☆1学期の
めあてを
立てよう

キャリア
☆１学期を振り返
ろう

運動会
新体力テスト

キャリア
☆２学期を振り返
ろう

夢

温

挑

高

挑

高温

夢 挑

高温

夢

キャリア
☆１年間を振り返ろ
う

挑

高温

夢

学年の重点
温

挑

高

夢

挑

高温

夢

スポーツ王 高 挑

リレー大会
新体力テスト
（春） 挑

高温

夢
持久走大会

挑

高温

夢

挑

高温

夢

スポーツ王 高 挑

キャリア
☆2学期の
めあてを
立てよう

キャリア
☆3学期の
めあてを
立てよう 挑

高温

夢
挑

高温

夢

林間学校

挑

高温

夢

６年生を送る会を成
功させよう

挑

高温

夢

社会科
自動車をつくる工業

夢 挑 高

挑

高温

夢

国語科
あなたは、どう考え
る

温 夢

体育
フラッグフットボール

挑 高

相手の話を理解しようとして聴いたり、自分
の考えを正確に伝えたりすることができる。
友達と協力し合ったり、みんなのために働い

たりすることができる。

失敗を恐れず、自分の考えた方法で繰り返し
挑戦することができる。

自分を見つめて振り返り、次に生かすことができる。
自分のできることを正しく理解し、自信をもつことがで

きる。

夢や目標に向かって努力することができる。
学んだことを社会や自分の将来に結び付けて考えるこ

とができる。

挑
高温
夢

国語科
やなせ たかし
アンパンマンの勇気

温 夢 高



令和４年度 6年 キャリア教育年間指導計画 案
学校教育目標

目指す子供像

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学級活動

総合的な
学習の時間

道徳

各教科

行事・イベント
児童集会

地域・家庭
との連携

くじけずに努力する
☆人生を変えるのは自分
☆志を立てる

風の子 太陽の子

風の子・・・未来に向かって夢を持ち、自ら立てた目標を達成しようと、苦しさに

くじけることなく粘り強く挑戦する心身両面にわたるたくましさをもった子

太陽の子・・・みんなのルールを守り、相手の気持ちや立場を考えて誰に対しても

思いやりをもって接し、学び合い、共に成長しようとする温かい心をもった子

自分を 高める力

あきらめずに 挑戦する力 夢をもち つなげる力

温かく かかわる力

キャリア①
☆なりたい自分

キャリア
☆１学期を振り返ろう
２学期のめあて

リレー大会
新体力テスト

スポーツ王

運動会を成功させよう
☆体力向上計画

運動会
新体力テスト

スポーツ王

キャリア
☆２学期を振り返ろう
３学期のめあて

学習発表会を
成功させよう

夢

温

挑

高

高

挑

高温

夢 挑

高温

夢

持久走大会

自分の行動に
責任をもって
☆卒業に向けて

学習発表会

キャリア⑤
☆１年間を
振り返ろう 挑

高温

夢

学年の重点
温

挑

高

夢

挑

高温

夢

高 挑

挑

高温

夢

挑

高温

夢

挑

高温

夢

挑

高温

夢

挑

高温

夢

高 挑

相手の話を聴き、自分の考えを正確に伝える
ことができる。
友達と協力し合ったり、みんなのために働い

たりすることができる。

失敗を恐れず、自分の考えた様々な方法で
課題解決に向けて挑戦することができる。

自分を見つめて振り返り、次に生かすことができる。
自分のできることを正しく理解し、自信をもつことが

できる。

夢や目標に向かって努力することができる。
学んだことを社会や自分の将来に結び付けて考えるこ

とができる。

キャリア②
☆リレー大会
振り返り 挑

高温

夢
キャリア③
☆運動会
振り返り 挑

高温

夢

キャリア④
☆学習発表会
振り返り 挑

高温

夢

国語
☆思い出を
言葉に

卒業式
挑

高温

夢

あこがれの人の生き方から学ぼう
☆心ひかれる人のすてきな生き方について考える

かけがえのない命を尊重する
☆その思いを受け継いで

地域の人の生き方から学ぼう
☆身近な地域に目を向けて、すてきな生き方を広げる挑

すてきな生き方を広げよう
☆自分なりのすていな生き方を発信する挑 挑 夢夢夢

体育
☆走り高跳び 高 挑

夢 温

夢

夢



令和４年度 学校運営協議会自己評価 評価用紙 

 

委員名（              ） 

必須 

＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

必須 

＜評価項目２＞ 学校運営に資する活動について熟議を進めることができたか。 

必須 

＜評価項目３＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

※ 追加する場合は、協議会で協議する。 

＜評価項目４＞ （                            ） 

 

 

 

 



学校運営協議会自己評価表　作成の留意点

【　評価の視点　】

□ 校長の後押し、学校運営の経営強化のために当事者として、参画する自覚を持っている。

□ 「はままつ人づくり未来プラン」の教育理念を理解している。

□ 自校の学校教育目標、めざす子供像を理解している

□ 自校の学校・家庭・地域の実態を踏まえ、「育てたい力」を共有している。

□ 学校運営と学校評価、学校関係者評価について理解している。

□ 学校教育に関する用語やその意味を理解しようとしている。

□ 分からない用語があれば、質問し、理解に努めている。

□ 「社会に開かれた教育課程」の意味を理解している。

□ 学校教育の現状について、深い理解につながっている。（成果や課題）

□ 委員同士が信頼関係を深めている。

□ 他の委員の考え方を聞き、新たに視野を広げている。

□ 地域学校協働活動の意味を理解している。

□ 自校の「育てたい力」とそのために必要な地域学校協働活動のつながりを考えている。

□ 学校・家庭・地域の役割分担を意識している。

□ 学校運営に必要な支援について、積極的に協議している。（ねらい、主体、システム等）

□ 地域・保護者に広く周知するため、その取組に積極的に参画、参加をしている。

□ 地域・保護者に広く周知する方策を考え、その取組を評価・検証している。

□ 地域・保護者に広く参加を促す方策を考え、その取組を評価・検証している。

□ 有用感、満足感を感じている。

※ 自校の実態を踏まえ、具体的に方向性を示す。

※　教育活動の充実のために、「熟議」に基づき、学校と地域の協働につなげる。

　学校運営協議会制度は、教育課程の改善・充実や特色ある学校づくりなど学校運営を強化する仕組み
である。
　対話や信頼・納得をベースとする仕組みであることから、学校運営協議会が、自己評価の視点として
「熟議」の在り方を中心に据え、熟議をとおした学校運営協議会の充実に向けて、よりよく改善してい
く意義は大きい。
  その結果、合議に基づき、学校運営に参画するともに、保護者、地域住民等の学校運営への参画を促
進し、学校運営の改善及び児童生徒の教育活動の充実を図ることができる。
　コミュニティ・スクールが持続可能で有効なものになるためにも、学校運営協議会が自己評価を行い
改善していくことが、質の維持・向上にとって重要である。

＜評価項目１＞　必須〇　学校運営の基本方針について熟議することができたか。

＜評価項目３＞　必須〇　今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点）

＜評価項目２＞　必須〇　学校運営に資する活動について熟議を進めることができたか。



（様式１） 

 

令和４年度 学校運営協議会自己評価表 

浜松市立（      ）学校運営協議会長 

必須＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

 

必須＜評価項目２＞ 学校運営に資する活動について熟議を進めることができたか。 

 

○ 学校運営の当事者として、学校の現状を知り、学校の教育目標だけでなく、学

校教育で目指すもの等をしっかり理解していこうと、委員が様々な視点から積極

的に意見を出し合い、学校・家庭・地域で「※具体的な育てたい力について記述

する」について、共有することができた。 

〇 校長のリーダーシップの下、学校運営、経営の強化となるよう、まずは、「※

具体的な育てたい力について記述する」というベクトルを合わせる熟議をするよ

う努めた。十分とは言えないが、これからの時代を生き抜く児童・生徒に必要な

資質・能力とは何か、学校だけではなく、地域・家庭も一緒に育てる必要性を考

えることができたことは、自分たちにとっても大変有益であった。 

● 校長から学校運営の基本方針について、目指す子供の姿、身に付けたい資質・

能力などのビジョンについて説明を受け、理解したつもりだが、まだ、熟議をと

おして、学校・家庭・地域で一緒に子供を育てる目標として、共有できたとは言

い難い。安心して話し合う雰囲気をつくり、委員の思いを出し合い、教育理念や

何のために、どんな姿を目指すのかを十分共有しないと、主体的に協働に向かえ

ないのではないかと考えている。次年度も熟議の充実に向けて、委員全員で学ん

でいきたい。 

記載例 

〇 共有した「※具体的な育てたい力を記述する。」に向かって、子供たちを一緒

に育てるために、まずは、既存の教育活動の意義、ねらい、計画から評価までの

流れなどを見直すことが大変役に立った。コロナ禍で、絶ち切れになっていたこ

とを今後どのように、地域等で関わりながら、子供にとって、有効なものにして

いくのか、どんなことが必要なのか、熟議することができた。委員の多様な発想

の中から、新たなヒントが見つかり、教育活動の質の向上につなげられると実感

した。 

〇 地域・保護者・企業等による子供たちの教育活動における協働について、学校

支援コーディネーターから、計画や活動報告が示され、熟議により、さらに発展

したアイデアが出された。活動後、よりよい成果があったと報告があり、協議会

としても有用感が高まった。 

● 学校の課題やニーズが十分につかめていない状態であるので、じっくり進めて

いる。地域がどのように動いていけば、子供たちの力や可能性を伸ばすことにつ

ながるのか思案中である。教職員の多忙な状況も理解しているので、まずは、授

業や活動の様子を参観したり、一緒に取り組んだりして、方向性を見付けていき

たい。 



必須＜評価項目３＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

 

※学校運営協議会ごとに、評価項目を追加する場合 

＜評価項目４＞ （例：協議会の取組や学校運営に資する活動について、教職員、児童 

生徒、保護者、地域に周知することができたか。     ） 

 

※学校運営協議会ごとに、評価項目を追加する場合 

＜評価項目５＞ （例：協議会の取組や学校運営に資する活動について、保護者、地域 

と連携し、協働することができたか。         ） 

☆ 各協議会の具体的な事例を盛り込んだ内容で記載する。 

○ 各委員の学校教育への理解を深め、協議会の熟議にも馴染んできた。来年度も

委員全員で、意見を出し合い、教育活動の充実のために、協議会の合議として意

見をまとめることができるようにしたい。 

○ 学校運営に資する活動として、どのような教育活動があるのか、実際に、学校

の教育課程に沿って、その様子を知ることが大事であった。「※具体的な育てた

い力」とのつながり、活動の意義、企画から評価までの流れなど、学ぶべきこと

もあるので、協議会の中で、情報共有をして、熟議から協働へとつなげていける

ようにしたい。自分たちも一つ一つ、成功体験を積み上げていきたい。 

● 様々な立場の委員の意見を聞いたことで、学校や子供を捉える視点が広がっ 

た。学校、家庭、地域で一緒に子供を育てる必要性と共に、役割分担も大切だと

いう共通認識をもった。その旨を整理し、家庭・地域へ発信していきたい。 

● 社会に開かれた教育課程、資質・能力、キャリア教育等、自分たちも共に学ぶ

ことが多い。委員の学習会などの機会をどのように設定するのか検討したい。 

○ 各協議会の最後に、熟議の内容を総括し、発信につなげるように努めた。ＣＳ

ディレクターや学校支援コーディネーターの力を生かし、簡単ではあるが、分か

り易いＣＳだよりの企画を話合い、実践した。協働センターへの掲示も依頼し、

周知を図った。今後も地域の感想などを参考によりよくしていきたい。 

〇 ４回の協議会のうち1回は、教職員との熟議を実施している。年間計画にも位

置付けてもらい、有意義な熟議になっている。互いに顔が見える関係であること

が大事である。継続していくことが当面の目標である。 

○ 地域に□□会という支援組織が発足し、歩み出した。年度当初の顔合わせや活

動の振り返り等の課題はあるが、持続可能なネットワークになるとよいと考えて

いる。来年度は、そのシステム作りをしていく。 

○ サポートメンバーが増え、充実してきた。募集から、実施、事後の振り返りま

での流れができつつある。参加者の感想などを基に、さらに改善した有効な仕組

みにして、子供たちや先生方の役に立つ取組にしたい。 



 

令和４年度 第２回相生小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

                                  （敬称省略） 

１ 開 催 日 時  令和４年６月１５日（水） １３時５０分から１５時４５分まで 

２ 開 催 場 所  相生小学校 多目的室 

３ 出 席 委 員  小杉思主世、長澤秀幸、水谷 加寿代、原 隆之、森田 賢児 

鈴木 麻衣子(学校支援コーディネーター兼務) 

４ 欠 席 委 員  廣野 篤男、大谷一雄 

５ 学校関係    鈴木 晶子（校長）、鈴木 滋雄（教頭）、横山 勝之（主幹教諭） 

          伊藤 龍彦（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者   ０人 

７ 教育委員会   鈴木 陽子指導主事 

８  会議録作成者  伊藤 龍彦 

 

【会議開会】                    司会：横山主幹教諭 

司会の横山主幹から、委員総数８人のうち６人の出席があり、過半数を超えているため、会議が

成立している旨の報告があった。 

９ 協 議 事 項                   司会：横山主幹教諭 

（１）本校のキャリア教育について 

（２）支援策の具体化 

１０ 会 議 記 録 

  会長挨拶 

  今日は、午前中の雨でどうなるかと思ったが、天気も回復して良かった。私も役を引き受けて

から、ピント外れな議論になっていないか、心配したが、先生たちに導いていただきながら、

皆さまとともに楽しく過ごせて行けたらと思っている。 

  議長選出について 

司会から、議長の選出について会長に意見を求めたところ、順番で議長を担当する旨の発言が

あり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。第2回目は、鈴木麻衣子委員が議長を務め

ることになった。 

【熟議】 

（１）相生小学校のキャリア教育について（校長説明） 

議長の指示により、校長から、会議資料に基づき相生小学校のキャリア教育について説明があ

った。 

 （２）支援策の具体化 

・運営会議メンバーの連絡をスピーディーにするため、LINEグループを作って連絡しあうように

したい。（鈴木議長） 

・学校への支援活動は、保護者や地域の方の協力のもと、キャリア教育推進のために、協力をし

ていけたら、いいのかなと思っている。最初だから、どんなことをすればいいのか他の学校の



実例を調べてきた。気賀小学校では１年目にボランティアや応援団の組織化を取り組み、要

望・課題等を抽出した。２年目は、その課題解決をしていった。３年目にさらに実りのあるも

のにしていくというような取り組みをしていた。萩丘小学校でも父親の応援団を組織して、取

り組みしているようだ。相生小学校では本校の実情に沿った独自の支援活動と地域の皆様との

連携を進めながら、活動に繋げていきたい。 

支援策の具体化を考えていく上での材料として、今日は、６年生の総合的な学習の時間の参

観をした。（鈴木議長） 

・子供たちのＩＣＴ活用の授業を見学して、まさにデジタルネイティブだと思った。考える力と

目標をもち学ぶ姿は、子供の将来に大きく関わってくる。デジタルのいいところもあるが、実

体験を通して、子供たちの未来の選択肢は増えていくのではないかと思った。 

いろんな事例を通して、もちろん実体験も含め、選択肢を広げるキャリアプランは良いと思っ

た。ＩＣＴでできないものに子供がどのように関われるのか、データ情報でない生の情報によ

る知識取得も重要である。支援活動は具体的な要請があれば協力体制の構築はできるのではな

いか。子供たちの将来の選択肢を広げていけるような支援が必要である。   （長澤委員） 

・学校単位ではなく、学年単位での支援が必要である。            （鈴木校長） 

・子供たちが、元気に手を挙げて質問をしていた。言葉の掛け合いが大切だと感じた授業だった。

便利なＩＣＴだけではなく、顔を突き合せた言葉のコミュニケーションが重要だと思った。 

                                    （水谷委員） 

・ＩＣＴの活用で、いろいろなことが、調べることができ、すごいと思う反面、怖いと思うとこ

ろもある。アナログ時代の私には、ついていけないが、みんなで平等に活用できるデータベー

スはすごいと思った。デジタル化された授業が進み過ぎてよく分からない面もある。    

                                     （原委員） 

 ・ＩＣＴは利便性と危険性を併せもつ。地域の人材を活かしつつ、学校支援に役立つ方法にはど

んなものがあるのか。相生小としては、どうしたらいいと考えるか。      （鈴木議長） 

 ・ＩＣＴは、あくまでツール。しかし教育は普遍的なもの。タブレットもいいが、読書を進めて

いきたい。見識的な幅がないから、歴史を学んで賢人の生き方を学んでほしい。幅のある学び

を得ることが大切である。好きなものを見つけての職場体験も有意義である。機会を通して、

その子供の好きなものを探していってほしい。そのためにも、地域の人材を広く活用していく

必要がある。                              （森田委員） 

 ・家族構成で、自宅で教わる内容が変わる。地域の高齢者等との触れ合いが必要である。 

（鈴木議長） 

 ・地域にとっても相互世代間学習・交流の新しい場所となる。         （森田委員） 

 ・デジタル化でタブレットも40台から１人１台へと採用が進んだ。ツールとしてのタブレット 

を利用している。本校のキャリア教育につながる生の体験や実体験ができていると肌で感じて

いる。本日の６年の総合のほかに、各学年で年間計画を作って取り組もうとしている。人と繋

がるためにＩＣＴを活用することだけでなく、タブレット同士ではお互いの意思疎通が図れな

い場合もあるので、実際に言葉を使って交わることも大切となってくる。     （校長） 

 

横山主幹よりキャリア教育年間指導計画の説明があった。 



 ・相生小学校の具体的なスケジュールを決めてほしい。気賀や萩丘の事例も参考に。次回の会議 

までに、ひとくくりのスケジュールをまとめていきたい。地域の手の届く範囲で子供たちの話

を聞きたい人の一言アンケートも良いかもしれない。           （小杉会長） 

・会合もあと２回ですので、私の方で、先生方と話し合い、内容を決めていきたい。親睦を図り

ながら意見の出易い関係づくりをしていきたいと思います。        （鈴木議長） 

・鈴木議長に任せていきたい。                       （原委員） 

・学校に関わっていないとコミュニティスクールの話もよく理解できない。    （鈴木議長） 

・子供たちは、興味のない人の話は聞かない。子供たちからよく意見を聞いたうえで、人の話 

を聞かせたい。                              （原議員） 

・運営協議会のメンバーみんなでやろうとすることが大切である。    （小杉会長） 

 その他報告事項等 

横山主幹教諭より下記の報告がされた。 

  ・学校評価実施計画の説明     

  ・さくら連絡網の登録について 

 次回会議は、令和４年１０月１８日（火曜日）に多目的室で開催する旨の報告があった。 

     



学年・組 授業者 教　　科 単　元　名 場　所
キャリア教育の視点

身に付けたい力

仲良し１組 竹内　　梢 生活単元 公園へ行こう
仲良し

１，２組
自分を高める力
夢をもちつなげる力

仲良し２組 鈴木　秀樹 生活単元 公園へ行こう
仲良し

１，２組
自分を高める力
夢をもちつなげる力

１年１組 北方　美花 道徳科 なんていったらいいのかな １年１組 温かくかかわる力

１年２組 梅田　幹恵 生活科 たのしいあきいっぱい １年２組 あきらめずに挑戦する力

１年３組 山崎　莉央 道徳科 ねずみくんのきもち １年３組 温かくかかわる力

２年１組 笠原　美樹 道徳科 およげないりすさん ２年１組 温かくかかわる力

２年２組 今村　繁希 国語科
みんなで話をつなげよう
「そうだんにのってください」

２年２組 温かくかかわる力

２年３組 松井　晴菜 道徳科 とおるさんのゆめ ２年３組 温かくかかわる力

２年４組 安藤　菜那 音楽科 山のポルカ ２年４組
温かくかかわる力
あきらめずに挑戦する力

３年１組 星　瑛理香 書写
「小」はね・点に気を付けて書
こう

３年１組 自分を高める力

３年２組 鈴木　晴日
総合的な

学習の時間
相生昔たんけん隊 ３年２組 あきらめずに挑戦する力

３年３組 横張　晴彦 理科 地面の様子と太陽 ３年３組
温かくかかわる力
自分を高める力

４年１組 野中　　陸 外国語活動 Unit6アルファベット ４年１組 温かくかかわる力

４年２組 新井　智香 国語科 クラスみんなで決めるには ４年２組 温かくかかわる力

４年３組 田村　暢之
総合的な

学習の時間
相生ハートフルチーム ４年３組 温かくかかわる力

５年１組 大平佳世子 音楽科 いろいろな音色を感じ取ろう 音楽室
温かくかかわる力
夢をもちつなげる力

５年２組 礒川　祐地 体育科 フラッグフットボール
運動場

雨:体育館
温かくかかわる力

５年３組 宮本　朋典 算数科
分数の大きさと
　　　たし算、ひき算

５年３組
温かくかかわる力
あきらめずに挑戦する力

６年１組 鈴木　由香 家庭科 楽しくソーイング 家庭科室
温かくかかわる力
自分を高める力

６年２組 中島　　遥
総合的な

学習の時間
地域の人の生き方から学ぼう ６年２組 夢をもちつなげる力

６年３組 森　　拓眞 国語科 伝えにくいことを伝える ６年３組 温かくかかわる力

第３回学校運営協議会　参観授業一覧　10月18日(火)13:25～13:55


